
４．北区環境基本計画 2023 の進捗状況 

 北区環境基本計画 2023 の進行管理にあたる、ＰＤＣＡサイクルの進捗状況の点検・公表（Check）とし

て、各施策の柱の「成果と目標」と令和６年度の事業実績を比較しました。 

 

基本目標１ 気候変動に適応し、脱炭素を実現するまち 

基本施策（1） 脱炭素社会に向けた緩和策の推進 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

北区域の温室効果ガス

排出量※2 
1,163 千ｔ-CO₂ 

R1 

(2019) 
1,148 千ｔ- CO₂ 

R4 

（2022） 
636 千ｔ- CO₂ 

R12※1 

(2030) 

北区域のエネルギー消

費量※2 
11,510 TJ 

R1 

(2019) 
11,465 TJ 

R4 

（2022） 
10,020 TJ 

R12※1 

(2030) 

北区域の太陽光発電設

備容量（累計） 
7,882 kW 

R3 

(2021) 
10,519 kW 

R6 

（2024） 
28,059 kW 

R12※1 

(2030) 

※１ 目標年次を計画終了年度である 2032 年度（R14）ではなく、2030 年度（R12）とする。 

※2  該当年度の換算係数を利用 

 

基本施策（２） 気候変動適応策の推進 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

「マイ・タイムライン作

成講座」参加者数（年

間） 

134 人 
R3 

(2021) 
129 人 

R6 

（2024） 
増加 

R14 

(2032) 

「マイ・タイムライン普及リ

ーダー」登録者数（年間） 
11 人 

R3 

(2021) 
 15 人 

R6 

（2024） 
増加 

R14 

(2032) 

 

基本目標２ 安全・安心で、快適に暮らせるまち 

基本施策（3） 安全・安心な生活環境の確保 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

光化学スモッグ注意報の

発令日数 
3 回/年 

R3 

(2021) 
１２回/年 

R6 

（2024） 
0 回/年 

R14 

(2032) 

 

基本施策（4） 快適なまちづくりの推進 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

ポイ捨て防止キャンペー

ンへの年間参加人数 
163 人 

R3 

(2021) 
670 人 

R6 

（2024） 
480 人 

R14 

(2032) 

区内駅周辺の放置自転車数 404 台 
R3 

(2021) 
334 台 

R6 

（2024） 
減少 

R14 

(2032) 

 

基本目標３ 資源循環の輪をつなげるまち 

基本施策（5） 資源循環型システムの推進 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

リサイクル率（資源化率）※1 19.7％ 
R3 

（2021） 21.３％ 
R6 

（2024） 21.4％ 
R14 

(2032) 

 

 

1

【資料１】



※1 R7 年 3 月に策定した「北区一般廃棄物処理基本計画 2025」では、新たに指標として設定し、 

   24.1％（R16 年度）を目標としている。 

 

基本施策（6） ごみの適正処理の推進 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

区民１人１日あたりのご

み総排出量※2 
781ｇ 

R3 

（2021） 
696ｇ 

R6 

（2024） 
700ｇ 

R11※1 

( 2 0 2 9 ) 

区民 1 人１日あたりの

ごみ排出量※3 
628ｇ 

R3 

（2021） 
548ｇ 

R6 

（2024） 
563ｇ 

R11※1 

( 2 0 2 9 ) 

※1 「北区一般廃棄物処理基本計画 2020」の目標設定年度 

※2 全てのごみの総量。 

R7 年 3 月に策定した「北区一般廃棄物処理基本計画 2025」では、630ｇ（R16 年度）を目標としている。 

※3 ごみ総排出量から「集団回収」及び「資源（区が回収）」を除いたごみの量。 

R7 年 3 月に策定した「北区一般廃棄物処理基本計画 2025」では、478ｇ（R16 年度）を目標としている。 

 

基本目標４ 身近な自然を守り育て、活用するまち 

基本施策（7） 豊かで質の高い緑・水辺の保全 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

緑被率 18.43％ 
H30 

(2018) 
18.26％ 

R5 

( 2 0 2 3 ) 
20.00％ 

R11※1 

(2029) 

区内で確認した植物/ 

鳥類/魚類の種類 

1,034 種/ 

53 種/31 種 

R3 ※2 

( 2 0 2 1 ) 

1,132 種/ 

61 種/27 種 

R6 ※3 

(2024) 
維持 

R14 

(2032) 

湧水地点数 13 地点 
R3 

(2021) 
13 地点 

R6 

（2024） 
維持 

R14 

(2032) 

※１ 「北区緑の基本計画 2020」の目標設定年度 

※２ 植物の現状値のみ、H30（「北区緑の実態調査報告書」）の値 

※３ 植物の現状値のみ、R5（「北区緑の実態調査報告書」）の値 

 

基本施策（8） 身近な緑の創出と活用によるまちづくり 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

区民１人あたりの公園面

積 
2.43 ㎡ 

R3 

(2021) 
2.35 ㎡ 

R6 

（2024） 
2.5 ㎡ 

R11※1 

(2029) 

都市建築物緑化促進事業に

よる屋上緑化、壁面緑化、

ベランダ緑化面積（累計） 

3,777 ㎡ 
R3 

(2021) 
3,818 ㎡ 

R6 

（2024） 
4,390 ㎡ 

R11※1 

(2029) 

※１ 「北区緑の基本計画 2020」の目標設定年度 

 

基本目標５ 環境活動の大切さと楽しさを分かち合い、未来へ共創するまち 

基本施策（9） 環境に配慮した行動の実践 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

EMS 認証取得区内事業

者数※1 
34 社 

R3 

(2021) 
32 社 

R6 

（2024） 
40 社 

R14 

(2032) 

※１ ISO14001 とエコアクション 21 の認証を取得している事業者数（2024 年度） 
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基本施策（10） 環境教育・環境学習の推進 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

環境学習講座の延べ参加

者数※1 
519 人 

R3 

(2021) 
694 人 

R6 

（2024） 
600 人 

R14 

(2032) 

環境リーダー養成講座の

延べ参加者数 
345 人 

R3 

(2021) 
292 人 

R6 

（2024）） 
450 人 

R14 

(2032) 

外部人材を活用した環境学

習実施校（園）の割合 
（新規）  70.8％ 

R6 

（2024） 
20％ 

R14 

(2032) 

※１ 環境学習施設（自然ふれあい情報館、みどりと環境の情報館）における講座、省エネ道場やごみと資源の環境学習などの講

座への参加者数の合算値。 

 

基本施策（11） パートナーシップによる環境活動の推進 

成 果 指 標 策定時実績  年度(年) 現状値 実績 年度(年) 目標 年度(年) 

区民及び事業者・団体と

連携した環境に関する年

間事業数 

6 回 
R3 

(2021) 
7 回 

R6 

（2024） 
12 回 

R14 

(2032) 

他自治体と連携した環境

に関する年間事業数 
（新規）  ２回 

R6 

（2024） 
5 回 

R14 

(2032) 

SNS による環境に関する情

報発信の平均エンゲージメ

ント率※1 

（新規）  1.2％ 
R6 

（2024） 
2.0％ 

R14 

(2032) 

※１ 記事や動画の投稿に対して視聴者が起こしたアクション率。「いいね」やリツイート、コメント、フォローなどのエンゲー

ジメントを閲覧数で割った百分率。北区公式 SNS アカウントにて集計が可能なものを対象とする。 
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令和８年２月１7 日 

環 境 審 議 会 資 料 

 

「北区緑の基本計画 2020」施策目標の進捗状況報告 

 

１．緑を保全する施策（概要版 7 ページ） 

 

（1）豊かな緑の保全 

 

*樹林地面積：現状維持/2018（平成 30）年度 122.35ha 

【進捗】2023（令和 5）年度 117.54ha 
（令和 5 年度北区緑の実態調査結果）※５年毎調査 

 
*崖地樹林面積：現状維持/2018（平成 30）年度 41.67ha 

【進捗】2023（令和 5）年度 42.22ha 
（令和 5 年度北区緑の実態調査結果）※５年毎調査 
 

*保護樹木：増加/2018（平成 30）年度 434 本 ⇒ 2028（令和 10）年度 450 本 

【進捗】2019（令和元）年度 443 本  2020（令和 2）年度 441 本 
2021（令和 3）年度 426 本  2022（令和 4）年度 425 本 
2023（令和 5）年度 418 本  2024（令和 6）年度 414 本 

 

（2）水辺環境の保全  

 

*雨水浸透施設の設置の推進（新設分） 

【進捗】2019（令和元）年度 35 件 6716.9 ㎥ 2020（令和 2）年度 31 件 4234.87 ㎥ 
2021（令和 3）年度 23 件 4496.87 ㎥ 2022（令和 4）年度 25 件 3263.18 ㎥ 
2023（令和 5）年度 18 件 2380.27 ㎥ 2024（令和 6）年度 24 件 2484.08 ㎥ 
累計 156 件 23576.17 ㎥ 

 
*湧水地点：現状維持/2018（平成 30）年度 14 箇所 

【進捗】2019（令和元）年度 14 箇所  2020（令和 2）年度 13 箇所 
2021（令和 3）年度 13 箇所  2022（令和 4）年度 13 箇所 
2023（令和 5）年度 13 箇所  2024（令和 6）年度 13 箇所 

 

（3）生物多様性の保全と回復 

 

*在来（植物）種確認数：現状維持/ 2018（平成 30）年度 336 種  

【進捗】2023（令和 5）年度 466 種 

（令和 5 年度北区緑の実態調査結果）※５年毎調査 
*『生物多様性』という言葉の認知度：増加/ 

 「言葉を聞いたことがあり、意味も知っている」、「言葉を聞いたことがあるが、意味は知

【資料２】
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らない」2019（令和元）年度 69.7％ ⇒ 2029（令和 11）年度 71.7％ 

【進捗】「北区緑の基本計画」における区民意識調査数値を引用。最終報告令和 11 年度。 
 

２．緑を創出する施策（概要版 8 ページ） 

 

（1）公園・緑地の整備と改修 

（2）公園・緑地の管理と運営 

 

*公園の新設：2 箇所/ 

・（仮称）赤羽台けやき公園 
【進捗】整備完了し「赤羽台けやき公園」として令和 4 年４月に開園 

一部下水道局の占用区域があり占用が終了次第、未整備部を整備予定 
・（仮称）滝野川三丁目公園 
【進捗】整備完了し「滝野川三丁目公園」として令和 4 年４月に開園 

 
*公園の改修：２箇所/ 

・飛鳥山公園 
【進捗】令和４年度暫定整備完了 

令和８年度以降 基本設計、実施設計、整備工事 
・名主の滝公園 
【進捗】令和 4 年度基本設計 令和 5〜６年度実施設計 
    令和６〜９年度整備予定 
 
*公園の適正配置化：1 箇所/（仮称）新神谷公園 
【進捗】令和 5 年度基本設計 令和 6 年度実施設計 
    令和７〜8 年度整備予定 
 
*緑地の整備：1 箇所/荒川緑地（豊島ブロック） 
【進捗】整備完了し「豊島五丁目グリーンスポーツ広場」及び「豊島五丁目荒川緑地」とし 

て令和 5 年９月に開園 
 

（3）まちなかの緑化の推進 

 

*生垣助成による助成総延長（累計）：増加/ 

2018（平成 30）年度 5,856ｍ ⇒ 2028（令和 10）年度 6,606ｍ 

【進捗】 2019（令和元）年度 5,872ｍ  2020（令和 2）年度 5,897ｍ 
2021（令和 3）年度 5,922ｍ  2022（令和 4）年度 5,964ｍ 
2023（令和 5）年度 5,964ｍ  2024（令和 6）年度 5,964ｍ 
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 *延長 20ｍ以上の接道部緑化の総延長：増加/ 

 2018（平成 30）年度 30,739ｍ ⇒ 2028（令和 10）年度 31,610ｍ 

【進捗】2023（令和 5）年度 31,474ｍ 
（令和 5 年度北区緑の実態調査結果）※５年毎調査 

 

*都市建築物緑化促進事業による屋上緑化、壁面緑化、ベランダ緑化面積（累計）：増加/ 

 2018（平成 30）年度 3,693 ㎡ ⇒ 2028（令和 10）年度 4,390 ㎡ 

【進捗】 2019（令和元）年度 3,693 ㎡  2020（令和 2）年度 3,693 ㎡ 
2021（令和 3）年度 3,777 ㎡  2022（令和 4）年度 3,814 ㎡ 
2023（令和 5）年度 3,814 ㎡  2024（令和 6）年度 3,818 ㎡ 

 

３．緑とのふれあいの場と機会を広げる施策（概要版 9 ページ） 

 

（１）緑に関するコミュニケーション活動の活発化 

 

*区民団体などと協働したり、区民ニーズに即した環境に関するイベント内容の充実 

【進捗】・区民団体「北区環境教育を進める会」と令和 2〜4 年度自然体験講座及び赤羽自然
観察公園での生物調査を実施（地域振興課所管の政策提案協働事業）。令和５年度
より同団体主催の自然体験講座を後援。 

・区民団体「北区水辺の会」が行う荒川での外来植物の駆除、荒川大池のかいぼりに
環境課参加。 

・区民植木市のコロナ禍中止を経て、令和 5 年度から緑の保全・創出を目的とした
「グリーンフェスタ」を開催。 

 

*「自然ふれあい情報館」および「みどりと環境の情報館（エコベルデ）」の来館者数累計： 

増加/2010（平成 22）年度～2018（平成 30）年度 累計：約 40 万人 

 ⇒ 2020（令和 2）年度～2028（令和 10）年度 累計：約 43 万人 

【進捗】2019（令和元）年度 50,746 人  2020（令和 2）年度 41,985 人 
    2021（令和 3）年度 47,947 人  2022（令和 4）年度 53,169 人 
    2023（令和 5）年度 54,147 人  2024（令和 6）年度 55,773 人 
 
*「自然ふれあい情報館」、「みどりと環境の情報館（エコベルデ）」及び家政大学の年間講座数： 

 増加/2018（平成 30）年度 91 回 ⇒ 2028（令和 10）年度 100 回 

【進捗】2019（令和元）年度 95 回  2020（令和 2）年度 94 回 
2021（令和 3）年度 87 回  2022（令和 4）年度 97 回 
2023（令和 5）年度 98 回  2024（令和 6）年度 107 回 

*「自然ふれあい情報館」、「みどりと環境の情報館（エコベルデ）」及び家政大学における幅広

いジャンルの講座実施 

【進捗】例年幅広いジャンル（野鳥や昆虫などのいきもの観察、ガーデニング講座、野菜づ 
くり教室、植物等自然素材を使った工作、親子環境学習など）実施。 
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（２）環境学習の推進と担い手の育成 

 

*「北区環境リーダー」および「北区ジュニア環境リーダー」の体系化と育成 

【進捗】・令和 3 年 11 月 1 日から環境リーダー登録制度を開始。区の環境教育の充実を 
図っている（登録者は現在１８名）。 

    ・ジュニア環境リーダーを令和３年度から区立中学校の理科部にて養成講座を実施 
（令和 6 年度︓赤羽岩淵中学校にて、全６回 延べ参加者数 61 名）。 

 

*区民意識調査における「緑や自然環境に関する体験学習などの取り組み」への満足度： 

 増加/2019（令和元）年度：14.7％ ⇒ 2029（令和 11）年度：16.7％ 

【進捗】「北区緑の基本計画」における区民意識調査数値を引用。最終報告令和 11 年度。 
 

（３）参加と協力の拡大 

 

*みどりの協定の締結数や緑化推進モデル地区の増加 

【進捗】みどりの協定 
2019（令和元）年度 4 協定  2020（令和 2）年度 ２協定 
2021（令和 3）年度 2 協定  2022（令和 4）年度 ２協定 
2023（令和 5）年度 2 協定  2024（令和 6）年度 2 協定 

緑化推進モデル地区 
2019（令和元）年度 4 地区  2020（令和 2）年度 ２地区 
2021（令和 3）年度 3 地区  2022（令和 4）年度 1 地区 
2023（令和 5）年度 3 地区  2024（令和 6）年度 3 協定 
 

*区民が協働する花壇管理などの箇所数：増加/ 

2018（平成 30）年度 93 箇所 ⇒ 2028（令和 10）年度 96 箇所 

【進捗】2019（令和元）年度 93 箇所  2020（令和 2）年度 89 箇所 
2021（令和 3）年度 93 箇所  2022（令和 4）年度 90 箇所 
2023（令和 5）年度 90 箇所  2024（令和 6）年度 88 箇所 



【資料３】
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